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「ああ、二本松第三中学校 ここにわれらの理想あり」「ああ、二本松第三中学校 ここにわれらの理想あり」

３月１３日（月）に行われた３月１３日（月）に行われた、、「第４２回卒業証書授与式」「第４２回卒業証書授与式」
では８３名の卒業生が母校、二本松第三中学校を巣立っていきでは８３名の卒業生が母校、二本松第三中学校を巣立っていき
ました。全ての生徒が当日の内に校長から直接、卒業証書ました。全ての生徒が当日の内に校長から直接、卒業証書
をうけとることができました。をうけとることができました。
４年ぶりに来賓や在校生を入れての式を行うことが４年ぶりに来賓や在校生を入れての式を行うことが

できたことも併せて喜びを倍増させたのかもしれません。できたことも併せて喜びを倍増させたのかもしれません。
卒業生代表による「答辞」では卒業生代表による「答辞」では、、「松三の教育目標であ「松三の教育目標であ

る『ゆたかに たくましく』これからも強い人間に成長しる『ゆたかに たくましく』これからも強い人間に成長し
ていくこと」約束していくこと」約束し
てくれました。てくれました。

卒業生は朗らかで優しく、真っ直ぐな心をもつ生徒達でした。まず、先輩を目標に、そして卒業生は朗らかで優しく、真っ直ぐな心をもつ生徒達でした。まず、先輩を目標に、そして
それを超えようとする意欲を燃やすことで、伝統が引き継がれ更なる発展を果たすことができまそれを超えようとする意欲を燃やすことで、伝統が引き継がれ更なる発展を果たすことができま
す。１，２年生にはそんな「理想」を追い続けてくれるものと期待しています。す。１，２年生にはそんな「理想」を追い続けてくれるものと期待しています。

二本松三中保護者の力
～アスレチックコース修繕作業～

令和５年３月１９日（日）年度末の忙し中ではありましたが、ＰＴＡ役員の声かけで有
志を募り「アスレチックコースの修繕作業」を行いました。前日の雪がウソのような快晴
となり、作業を実施することができました。アスレチックコースは、昭和６２年に本校Ｐ
ＴＡが地権者の了承を得て、生徒の登下校のためにと手作業でステップを作りました。公
の道ではないので、予算づけができず、ＰＴＡが代々修復をしつつ活用してきました。コ
ロナ禍で中々手がつけられませんでしたが、新学期を迎える前に、そして除草の手間がい
らないこの時期にと思い立ち、できる範囲でということで、お手伝いを呼びかけたところ、
予想をはるかに超える方々にお集まりいただくことができました。
作業の様子を見ながら、今中学生の子ども達も「何十年後にこうし
て伝統を受け継ぎ、ＰＴＡとしてこの作業をしているんだろうなぁ
…」と想像ができ、この日の天候と同じく、さわやかな思いになり
ました。お手伝いいただいた方々には改めて感謝申し上げます。次
の日の朝、早速子ども達から喜びの声が聞かれました。
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「夢なき者に理想なし 理想なき者に計画なし
計画なき者に実行なし 実行なき者に成功なし

故に夢なき者に成功なし」

これは今年度のはじめ、「生徒指導だより」または「第１学期の始業式」で紹介した、吉田松陰の

言葉です。覚えていたでしょうか？

さて、そう始まった一年が終わろうとしてます。今年掲げた、目標としたものが達成できたでしょ
うか。また、思い描いていた成果を手に入れることができたでしょうか。
私がみなさんと同じ中学生の頃、自分自身がどうだったのかを思い返してみました。
勉強ができたわけでもなく、部活動にも所属していませんでした。当然、明確な「夢」や「目標」

などをもっているわけでもなく、毎日を何となく過ごしていました。だから、中学生頃の思い出も、
強く印象に残ったものはありません。しかし、中学生ともなると、「進路希望調査」というものがあ
り、中学校卒業後の進路について書かなくてはいけなくなり、仕方なく、卒業後「高校進学」、将来
の夢「学校の先生」と書いて提出しました。その後、担任の先生との進路相談が行われました。「学
校の先生になるなら、大学にいかなければならない、大学に行くなら、高校は大学進学を目指せる普
通科の学校で、そうするためには受験のための勉強をこのぐらい頑張らなければならない。」と淡々
と説明する先生の言葉に、自分の未来を見せつけられたような気持ちになりました。未来のイメージ
ができると、急に不安が大きくなり、焦って受験勉強に取り組んだことを思い出しました。それでも、
一度自分の言葉として表現すると、ずっと先の未来の自分の後ろ姿が見えたような気がして、そこに
追いつくための努力が始まりました。「無理かな？」「ダメだな？」と弱音を吐く度に、自分の追い求
めているものが遠ざかっていくをの感じました。だから「大丈夫、何とかなる。」と前だけ見つめ、
歩んできました。心にゆとりができると不思議なことに、そこにたどり着くための道がいくつもある
ことが見えてきます。
前を見ていると、手を貸してくれる人を見つけることができます。大変だと思っていたことが、案外
楽しいことかも知れないと思えてきます。そう思えてくると、人生が充実してきます。充実した人生
を「幸せ」と感じることができます。
「夢」をもっていたというより、何となく浮かんできたものが「夢」となり、それを追い求めるこ

とが楽しくなり、楽しいからこそ頑張ることができた。先生は「夢」を叶えられた人の一人だと思い
ます。そして今そこに幸福感を感じている成功者の一人と言えるでしょう。
来年、５年後、１０年後の自分を想像してみてください。そこにどんな姿でいる自分を思い描くこ

とが「夢」なのだと思います。現実化されていない未来なので何度も変更することが可能です「理想」
を追求してください。次に、その度にそこまでたどり着くための道をみつけてみてください。それを
「計画」といいます。あとは「実行」、自分の足で歩き出すだけです。これができればみなさんも「成
功者だ。」と言える未来が必ずあるはずです。 【令和４年度「修了式」校長式辞 より】

令和５年度令和５年度４月４月の主な行事計画の主な行事計画
※３／２３現在の予定ですので、変更される場合があります。

１日（土）～５日（水）年度始め休業
６日（木）「着任式」「第１学期始業式」

＊入学式式場作成
「令和５年度入学式」２，３年生【弁当持参】下校：１５：１０下校：１５：１０
「春の交通安全運動」～１５日（土）まで）

７日（金）「新入生オリエンテーション」
＊学年授業 給食開始給食開始

１０日（月）Ｂ日程Ｂ日程 ＊学年授業
「１、３年生知能検査①②」 「身体測定（２年①② １，３年③④）」
「交通教室」

１１日（火）＊学年授業 「生徒会専門委員会」
１２日（水）＊Ⅰ期時間割開始 「避難訓練⑥」 【部活動のない日】【部活動のない日】
１３日（木）Ｂ日程Ｂ日程 ＊朝の職員打合せ 「耳鼻科健診」１０：００～

「全校集会（学級役員任命・応援練習）」 ＊通常清掃開始
ＰＴＡ本部役員・合同委員会

１４日（金）Ｂ日程午前中授業Ｂ日程午前中授業 ＊中教研安達支部総会・専門部会
１８日（火）「全国学力・学習状況調査」（３年）
１９日（水）～２１日（金）＊特別時間割 ３年生「修学旅行」【部活動のない日】【部活動のない日】
２１日（金）１，２年生「見学学習」
２６日（水）「（生徒会総会）議案書審議⑤」 「全国学力調査（話すこと）」

＊職員会議 【部活動のない日】【部活動のない日】
２７日（木）Ｂ日程Ｂ日程 朝の職員打合せ 「部活動編成会」
２８日（金）午前中Ｂ日程午前中Ｂ日程 「授業参観⑤」

ＰＴＡオリエンテーション ＰＴＡ学年懇談会
ＰＴＡ歓送迎会

２９日（土）昭和の日


